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【平成30年度評価】中項目ごとの検証・確認における論点整理 

 
自己評価の区分 判断の目安 

Ⅳ 年度計画を上回っている 計画の実施状況が100％超 

Ⅲ 概ね年度計画どおり実施している 計画の実施状況が90％超100％以下 

Ⅱ 年度計画を下回っている 計画の実施状況が60％超90％以下 

Ⅰ 年度計画を大幅に下回っている 計画の実施状況が60％以下 

地方独立行政法人岐阜県立多治見病院 

項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

01 １ 高度医療機器の計画的な更新・整備 
・新中央診療棟整備に向けて高額医療機器につい
ては、昨年度に策定した整備計画に基づき整備
を進める。 

・高額医療機器以外の現有機器の更新については、
関係部門のヒアリングを実施し、緊急性・移設
性・収益性を考慮の上、平成３０年１２月を目
標に整備計画を策定する。 

・更新による効果としては、検査時間が短縮され
るとともに被曝線量が減少するため患者への体
への負担を減少させることができる。また、時
間短縮による稼働件数の増加により収益性の向
上が見込まれる。 

・昨年度に更新整備した放射線治療装置（トゥル
ービーム）、心臓血管用Ｘ線撮影装置（アンギオ）
を本格稼働させ、高機能機器による治療で患者
負担の軽減、検査待ち時間の短縮、治療件数の
増加を目指す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 高度医療機器の計画的な更新・整備 
・高度・先進医療、急性期医療、政策医療等が提供できる
よう病床機能や規模、将来予測等を踏まえた新中央診療
棟整備に向けた基本設計を策定した。同時に新中央診療
棟開院に向けた医療機器の整備について、各部署におけ
る医療機器の配備状況及び要望を把握するため、部門ヒ
アリングを実施した。部門ヒアリングの内容をもとに、
整備のランク（優先順位）付けを行い、整備計画を策定
した。また、要望があった医療機器の中から、緊急度や
収益性など総合的に判断し、平成30年度中の整備が妥当
であると判断された高度医療機器について、更新を行っ
た。 

・平成29年6月に納入された高精度放射線治療装置（トゥ
ルービーム）が、関係省庁等への許認可手続き、照射量
や減衰などのデータ収集作業を経て、平成30年4月から
稼働開始した。 

 

【更新・整備した主な機器】 

機器名 整備目的・用途 

新生児搬送用

保育器 

東濃・可茂地域の消防署に搬送用保

育器を予め配備しておくことで、よ

り迅速な患者搬送と受入が可能と

なる。 

血液ガス分析

装置 

院内の血液ガス分析装置を同一メ

ーカーのものに更新し、新電子カル

Ⅳ  高精度放射線治療装置の稼働など高度医療

を提供するとともに、医療安全にもしっかり取

り組んでおり評価できる。 

資料②－１(多) 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

 
 
 
 
 
９ 医療安全対策の充実 
・医療安全部に従前の医療安全管理者（看護師）
に加え、看護師１名を増員するとともに専従の
事務職員を配置し、インシデントおよびアクシ
デント事例の集積や分析を行う体制を強化す
る。重要事案については医療安全管理委員会、
看護部安全管理委員会等に分析結果や検討内容
を提供し、院内職員へ周知徹底を図る。 

・診療材料委員会の委員に医療安全管理者と医療
機器安全管理責任者を加え、コスト面のみでな
く医療安全や品質管理面での審査も行う。 

・臨床工学技士による最新医療機器の安全な取り
扱い研修や、院内アクシデント・インシデント
事例に基づく実践的な医療安全管理研修などの
教育研修プログラムを拡充する。 

・医療安全研修会や勉強会、医療安全推進週間を
通じて医療安全に対する職員の意識を高める。
特に、医療安全講演会はＤＶＤなどの研修開催
回数を増やし、職員の研修に参加できる機会を
増やし、医療安全に対する意識の高揚を図る。 

・各部門・部署で安全に関する研修を計画・実施
する。 

・毎月、医療安全に関する一斉点検日を定め、自
己点検シート等を活用した自己評価を行う等の
取り組みを各部門・部署で実施する。 

・「医療安全管理指針」や各種マニュアルや手順書
等をより実践的な内容に改正し整備する。 

・医療安全に関する院外研修に積極的に参加をし
て、安全対策の向上を図る。 

 
 

テシステムに接続することで、装置

の一元管理が可能となり、精度管理

が容易になる。 

 
９ 医療安全対策の充実 
・インシデントレポートの集計、分析を行い、医療安全管
理委員会において再発防止策を検討した。その検討結果
に基づき管理会議、医局会、看護部安全対策委員会等で
注意喚起、周知を図った。 

・コメディカル各部門の技師長、副技師長クラスを医療安
全部への配置を継続し、カンファレンスや院内ラウンド、
医療安全講演会の開催等を精力的に実施した。 

・今年度から、毎月第１月曜を「医療安全一斉点検の日」
とし、全職員が医療安全に関する実践状況について自己
チェックを行う仕組みを導入し、職員一人ひとりの安全
意識の向上に努めた。 

・医療用麻薬の管理及び取扱い方法を徹底するため、院内
共通マニュアルを整備したうえ、教育研修や周知徹底を
図った。また、新たに医療用麻薬の管理状況等の確認に
特化した院内ラウンド（毎月１回）を実施する等、全職
員へ医療用麻薬に対する適正な管理を意識づけた。 

 

【インシデント・アクシデント件数】         単位：件 

区分＼年度 H27 H28 H29 H30 

インシデント 3,765 3,273 3,474 3,344 

アクシデント 30 14 23 27 

合計 3,795 3,287 3,497 3,371 

 

【医療安全講演会開催実績】         単位：人 

テーマ（開催日） 
参加
数 

DVD 
研修
会 

参加
率

（％） 

取り扱いに特別な注意が 
必要な薬剤の事故防止に 
向けて(10/5) 

600 481 96 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

弁護士から見た 医療紛
争を未然に防ぐために   
（2/26） 

561 526 97 

※ＤＶＤ研修会：参加率100％を目指すため実施 

 

05 ３ がん医療 

・県内統一のがん地域連携クリニカルパスについて、

パスコーディネーターを中心に引き続き適用患者

の増進に努める。 

・高精度放射線治療装置（ノバリスＴｘ）に加え新放

射線治療装置（トゥルービーム）の稼働により根治

照射・予防照射・緩和照射等正確で質の高い治療を

提供する。 

・放射線治療品質管理委員会を開催し、安全性と放射

線治療品質管理について検討を行う。 

・昨年度に拡張整備した化学療法センターの活用によ

り外来化学療法の拡充を図る。 

 

 

 

３ がん医療 
・平成29年6月に納入された高精度放射線治療装置（トゥ

ルービーム）が、関係省庁等への許認可手続き、照射量

や減衰などのデータ収集作業を経て、平成30年4月から

稼働を開始し、高精度放射線治療装置（ノバリスＴｘ）

との２台稼働により、根治照射・予防照射・緩和照射等

適応疾患を網羅しつつ、特徴を生かしたより先進的かつ

効果的な放射線治療の提供に努めた。 

・放射線治療品質管理委員会を開催（年２回）し、放射線

治療の現状・品質管理などについて検討を行った。 

・化学療法センターを20床から24床に拡張整備したこと

で、外来化学療法件数も増加する等、地域がん診療連携

拠点病院として先進治療の実施に努めた。 

・県内統一のがん地域連携クリニカルパスについてパスコ
ーディネーターを中心に適用患者の増進に努めた。 

 
【がん患者等の状況】    

項目＼年度 H27 H28 H29 H30 

入院患者数
（単位：人） 

2,622 2,695 2,805 3,060 

外来患者数
（単位：人） 

1,496 1,675 1,877 1,848 

手術件数 1,108 1,121 1,108 1,066 

化 学
療 法
件数 

入
院 

1,272 1,824 1,510 1,433 

外
来 

11,894 11,403 
11,610 11,842 

放 射
線 治
療 施
行 回
数 

入
院 

3,031 2,958 
2,853 3,169 

外
来 5,429 4,864 

5,185 5,825 

Ⅳ  高精度放射線治療装置による治療実績は評

価できる。 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

 

【がんパス件数】            単位：件 

H27 H28 H29 H30 

22 30 12 16 

 

【高精度放射線治療システム（ノバリスＴｘ・トゥルービ
ーム）】 

項目＼年
度 

H27 H28 H29 H30 

患者数（単

位：人） 

264 307 344 471 

強度変調放射線

治療（IMRT）患

者数（単位：人） 

239 273 254 295 

延べ件数（単

位：件） 

5,076 5,988 6,491 9,413 

 

09 １ 医学生、看護学生やコメディカルを目指す学生
の実習受入れ 

・医学生の学外実習を積極的に受け入れる。 
・看護学生について、前年度同様、専門学校や看
護大学の学生の実習を積極的に受け入れる。看
護職員確保を目標に、新たな看護大学等からの
受入れにも対応できるよう小児科、母性、精神
科実習などを拡大する。 

・コメディカルについても、積極的に実習を受け
入れる。 

１ 医学生、看護学生やコメディカルを目指す学生の実習
受入れ 

・医学生については、名古屋大学、名古屋市立大学、岐阜

大学など関連大学から実習生や見学生を積極的に受け入

れた。また、看護学生やコメディカルは専門学校や大学

からの実習を積極的に受け入れた。看護学生については、

特に精神科、小児科や母性の実習への要請が強く、可能

な限り受け入れられるように、実習のスケジュールを調

整した。 

 

【学生の実習受入れ状況】          単位：人 

区分＼年度 H27 H28 H29 H30 

医学生 32 16 22 41 

看護学生 541 380 458 505 

コメディカル 51 57 59 69 

合 計 624 453 539 615 

 

【医学生の見学受入れ状況】        単位：人 

H27 H28 H29 H30 

32 67 92 108 
 

Ⅳ 評価の検討 

 

Ⅳ→Ⅲ 

学生の実習について、概ね平年並み

に受入れを実施している。 

Ⅳのまま 

学生の実習について、可能な限り受

けられるよう調整し、前年度に比べ多

くの受入を行った。 

「Ⅳ」 

特に医学生の実習受入れが増加しており、今

後も引き続き支援を期待する。 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

13 ２ 災害拠点病院としての機能強化及び指導的役 

割の推進 

・災害拠点病院としての機能維持が図れるよう、

災害実動訓練等の実施とＢＣＰ計画の継続的

見直しを行うほか、必要な備品類を整備してい

く。 

・有事の際に県防災通信機器が有効に使用できる

よう、県等と連携して通信訓練を行い、管理運

用の充実に努めていく。 

 

２ 災害拠点病院としての機能強化及び指導的役割の推進 

・災害発生時の医療資源の不足に伴い病院の重要な機能が

低下した状況下において、当院としての非常時優先業務

を必要な時間内に再開・継続及び開始するための基本方

針、取り組み等を定めた診療継続計画書（ＢＣＰ）を策

定した。 

・関係機関と連携した災害実働訓練では、策定した「ミッ

ションシート（非常時行動手順及び行動チェックシー

ト）」の実証等、被災により病院機能低下状況下におけ

る災害医療実働訓練を実施した。 

・バス転落事故、集団食中毒、熱中症などＭＣＩ(Mass 

Casualty Incident、多数傷病者事故)による通常救急体

制では対応困難な医療需要が急増した場合の院内対応、

消防との連携体制の検討を行うとともに、東濃地域の５

救急病院と５市消防本部との連携体制を確立する必要性

から、東濃ＭＣＩ連携対応検討会を開催した。 

Ⅳ  ＢＣＰの策定及び東濃地区の他病院との連

携は評価できる。 

 

 

15 １ 診療継続計画の作成及び訓練等による体制の
整備 

・昨年度策定したＢＣＰ（診療継続計画）につい
ては、より実効性のある内容とするため、適宜
必要な見直しを行っていく。 

 
 
 
２ 診療情報のバックアップシステムの構築 
・医療総合情報システム（電子カルテ）の更新に
合わせ、医療現場において非常の際にパソコン
単体でも患者情報が得られる仕組みを本格運
用する。 

１ 診療継続計画の作成及び訓練等による体制の整備 

・災害発生時の医療資源の不足に伴い病院の重要な機能が

低下した状況下において、当院としての非常時優先業務

を必要な時間内に再開・継続及び開始するための基本方

針、取り組み等を定めた診療継続計画書（ＢＣＰ）を策

定した。 

 
２ 診療情報のバックアップシステムの構築 
・大規模災害発生時に備え、医療現場において専用端末の
みで患者情報が得られるよう、ＳＳ－ＭＩＸの情報が閲
覧できるシステムを構築して、各部署で運用を開始した。 

Ⅳ  診療情報のバックアップシステムの構築な

ど、災害時の対策としての準備体制の整備は評

価できる。 

23 多様な契約手法の導入 
・契約方法の点検を行い、プロポーザルや複数年
契約などの多様な契約手法についての検討を
行う。 

・高度医療機器において購入後のメンテナンス費
用も含めた契約など、仕様を含めた契約方法に
ついての検討を行う。 

・引き続き「病院経営に関するコンサルタント業

多様な契約手法の導入 
・医療機器の保守点検業務委託について、複数の機器の包
括契約や複数年契約により経費の節減を図った。 

・高額医療機器の更新にあたり、購入した場合との比較検
討によりリース契約を採用し、経費の節減を図った。 

・立体駐車場の整備を、民間資金を活用しＢＴＯ方式（サ
ービス購入型）で整備することとし、15年間の保守管理
委託を含めた契約を締結した。契約にあたっては、運営

Ⅳ  立体駐車場の契約手法など、独立行政法人化

のメリットを活かしている。 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

務」を活用することにより 効果的な契約方法
や費用の妥当性についての情報収集及び検討
を行う。 

管理を含めてプロポーザルによる業者選定を実施した。 
 

25 １ 在庫管理の徹底などによる費用の節減 
・ＳＰＤ運営管理業務の平成３１年度の契約更新
に向け、ＳＰＤ管理の貯蔵品以外の診療材料
（医療現場に直接納品される診療材料等）の在
庫管理が行えるように検討し、過剰な在庫の抑
制を図る。 

・診療材料について、引き続き同種材料の価格の
ベンチマーク調査を行い、費用の節減を図る。 

・「病院経営に関するコンサルタント業務」を活
用し、薬品及び診療材料にかかる費用の節減を
図る。 

・診療材料の納入業者や納入方法などを引き続き
検討し、効率的かつ費用削減を図る。 

１ 在庫管理の徹底などによる費用の節減 

・ＳＰＤ運用管理業務を活用し、診療材料の院内在庫の抑

制に努めた。 

・診療材料のベンチマークシステムや医療コンサルタント

を活用し、医薬品及び診療材料にかかる費用の節減に努

めた。 

※削減額（年間予定数量ベース） 

・薬品費  ： 約8,000万円 

・診療材料費： 約1,300万円 

 

【医業収益に対する材料費比率】        単位：％ 

区分＼年度 H27 H28 H29 H30 

薬品費 15.62 16.10 15.91 16.11 

診療材料費 10.12 9.73 10.34 11.09 

材料費全体 26.03 26.39 26.32 27.26 

 

【薬品費及び診療材料費】          単位：千円 

区分＼年度 H28 H29 H30 

薬品費 2,619,397 2,689,702 2,812,655 

診療材料費 1,582,848 1,747,406 1,935,321 
 

Ⅲ  診療材料のベンチマークシステムや医療コ

ンサルタントの活用は評価できる。 

26 １ 予算 
（単位：百万円） 

区  分 金  額 
収入  

 

営業収益 １８，１７９ 

 
医業収益 １７，０５５ 
運営費負担金収益  １，０５７ 
その他営業収益 ６７ 

営業外収益 １３６ 

 
運営費負担金収益 ３６ 
その他営業外収益 １００ 

資本収入 ４７４ 
 長期借入金 ９２ 

１ 決算 
（単位：百万円） 

区  分 金  額 
収入  

 

営業収益 １９，９０３ 

 
医業収益 １８，６４６ 
運営費負担金収益 １，１６９ 
その他営業収益 ８８ 

営業外収益 １１５ 

 
運営費負担金収益 １６ 
その他営業外収益 ９９ 

資本収入 ５２７ 
 長期借入金 １４９ 

Ⅳ  予算を上回る決算であり、評価できる。 



- 7 - 

 

項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

運営費負担金 ３６７ 
その他資本収入  １５ 

その他の収入 ０ 
計 １８，７８９ 

支出  

 

営業費用 １６，５１５ 

 

医業費用 １５，９７１ 

 

給与費 ８，６０５ 
材料費 ４，４８０ 
経費 ２，８１８ 
研究研修費 ６８ 

一般管理費  ５４４ 

 
給与費 ３６４ 
経費 １８０ 

営業外費用 ９６ 
資本支出 １，６９４ 

 
建設改良費 １，０７５ 
償還金 ５６０ 
その他資本支出 ５９ 

その他の支出 １０ 
計 １８，３１５ 

（注記 略） 

 

運営費負担金 ３６５ 
その他資本収入  １３ 

その他の収入 １９ 
計 ２０，５６４ 

支出  

 

営業費用 １７，０７０ 

 

医業費用 １６，５６３ 

 

給与費 ８，４８６ 
材料費 ５，１４４ 
経費 ２，８７４ 
研究研修費 ５９ 

一般管理費 ５０７ 

 
給与費 ３５４ 
経費 １５３ 

営業外費用 ９５ 
資本支出 １，４９２ 

 
建設改良費 ８７７ 
償還金 ５５９ 
その他資本支出 ５６ 

その他の支出  １９ 
計 １８，６７６ 

（注記 略） 

 

27 ３ 院内保育施設の充実 
・仕事と家庭の両立を支援するため、夜間保育・
休日保育・病児保育を引き続き実施するととも
に、職員のニーズに柔軟に対応できる体制づく
りに努める。 

・院内保育施設の充実を図るため、実施設計に基
づき建築整備を進め平成３１年３月の移転、開
設を目指す。 

３ 院内保育施設の充実 
・新保育所の建設を進め、予定通りに完成することができ
た。平成31年3月18日から新保育施設での保育事業を
開始した。 

・移転新築にあたっては、施設の定員を45名から60名に
増員するとともに、企業主導型保育事業の院内保育施設
として、企業主導型保育事業費補助金（整備費及び運営
費）の助成申請を行い、助成決定を受けた。 

・夜間保育、休日保育、病児保育について継続して実施し
た。 

 
【院内保育状況】   単位：人・日（各年度末時点） 

区分＼年度 H28 H29 H30 

入所者数 54 52 47 

夜間
保育 

利用者
数 

87 103 16 

対応曜 木曜日 木曜日 木曜日 

Ⅳ  保育所の移転新築にあたり施設の定員を増

員するなど、院内保育所の充実は評価できる。 
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項目

№ 
H30年度計画 

年度計画に係る業務実績、法人の自己評価 評価委員会の検証 

・特に進捗した取組 

・その他の主な取組 

・今後の課題・問題点（●） 

自己 

評価 
論  点 検  証（案） 

日 

休日保育日数 114 102 110 

病児保育利用（延
人数） 

88 75 104 
 

29 ２  質の高い医療をするための新中央診療棟の
整備 

・新中央診療棟整備事業の実施設計を着手し、建
設に向けての取組を進める。 

・併せて、新中央診療棟整備事業の関連事業であ
る病院入口の市道拡幅整備の用地買収や立体
駐車場整備などの取組も進める。   

・電気、ガス、重油等の熱源施設については、現
有設備の活用、供給ルート、新中央診療棟にお
ける設備設置等、今後の展開を検討して、無駄
のない施設整備に留意していく。 

・患者意見箱の施設整備に関する要望や意見につ
いては、内容を精査した上で対応していく。 

・情報ネットワーク更新については、保守期限の
迫る機器を優先して実施するとともに新中央
診療棟整備事業と連携しながら進めていく。 

・医療総合情報システム（電子カルテ）の平成31
年５月の更新稼働に向けて、医療情報開発部が
中心となり、計画的にシステムの開発を進め
る。また電子カルテサーバーに接続する情報ネ
ットワーク機器を計画的に整備する。 

２ 質の高い医療をするための新中央診療棟の整備 
・整備担当部門と選定した基本設計業務委託業者を中心に
院内各部門ワーキンググループを定期的に開催し、具体
的な検討を重ね、平成30年6月末に基本設計を策定した。
引き続き実施設計策定を進めている。 

・立体駐車場整備については、民間資金を活用しＢＴＯ方
式で整備することとし、15年間の保守管理委託を含めた
契約を締結した。 

・医療総合情報システム再整備計画に基づき、既存病棟内
ＬＡＮ工事等のネットワーク機器の更新を行った。 

・医療総合情報システム（電子カルテ）の更新については、
令和元(2019)年 5 月の稼働に向け、部門ヒアリングを基
に新システムの仕様確認、運用確定等の作業を進めると
ともに、稼働に向けた操作研修や外来全体リハーサル等
も計画的に実施した。 

Ⅳ  新中央診療棟の整備に向けた準備が着実に

遂行できている。 

        


